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 マグロ潟業試験報告漁業部
 調査の概要

 昭和31年度より連続実施している。パラオ近海の童くる漁業試験を例年璋り昭和35年
 11月、12月にかけて才1図の航跡図に示すように主に、プル島南西海域即ち03^04

 N,130,131周の間に於ける海域で実施した。今回の試験操業では近年漁獲率が低下して

 いたかに見えていたこのパラオ海域が穂好漁を示し、キハダを主体として最高11%の好釣

 獲率を示し毎日平均2,0口0雌9{2,5口0㎏の漁獲が見られ走。又魚体も昨年に比べほとんど大.

 中型でメジ(小型魚)の漁獲が皆無に等しかった。筒難業試験を行うに当たり漁場が狭jハ.範

 囲でのみ操業したので広い範囲は出来得右かったが漁場の海洋観潰11、キハダの標識放流その

 他南海区.水産研究所の試験船調査実施要項に基き形態調査.をも件ぜ実一施し11月24日^12

 月3目迄の10回操業を在し20ton一の漁獲を得機関修理のため大阪経.曲12月25日鹿児

 .島港に帰港し走。

 漁具並に調査.鉛その他

調査翻試験辮照南丸(木船)98,93一毛300馬力

 試験船の談.値その他詳細は“うし券“オア号磐黒.

 漁具漁具の詳細は上書びうし沓“オ7号参照

 但し鯛・・尋(帯)の約数・姉1跳、㈱・・尋(約舳)'
 6詐こ伺Iを一150鉢設備し.略同幸吉敷づ㌧{量縄し走。

実施.期間白昭和三5年11月15日

11月24日一考1同彗操業

12月3日才10回目擬業終了

 12月25日チこi坂捷芋崇匠垂.,琶童書'希港

員郡景19名

一102一



才1図航跡図

 Ⅲ漁況

 魚種別漁獲尾数並に釣獲率

 オ1表に各操業日毎の魚種別漁獲尾一致.並に釣獲率を才2誤・に負.種別出現率をオ・2図にその操

 業笠置図を示し走.。今働は漁場が狭少てIあつ・たので緯度或は掻跳ζよる魚獲或は出・現状況

 の上ヒ戦ば一出来創ハが、才!回にキバ女59尾、メパテ16尾その他の有用魚6尾計81尾釣

 擁率にi.、て5.1ろ努、すメ瞳も含めれば6%以一上の鉛漁.獲が得られ走、ので一才2図に示すよ.う

 酪同一漁場で連続操業し走。蟻も好漁の日はキハター1一ア屋、.メバチ、クロカワ等3尾計150

 て書11手;強の好漁がそ尋られ最も不漁の日ば勃獲秦「・82確でIあつたが、・.

 も調査期間中1回高っただけで、いづれの日も約4%、5%の漁獲.率が得られた。魚俸ば・鋒

 述するように昨年に.比べ中型へ大型魚のみで110C帆～120.伽にモードある魚群で120舳.以上

 、一二丁揺芦:;丁芒、.{=:二烹艇された魚.種別出現重、そば、キハダが最も多く81.1乗を占め一ハチO

 最大漁鑑日で、16尾普通4～5.尾g混蛙があつ走◎みで出現率ぱ6.4%で
 あった。三・モこ≡,ニニパ㌧黛てばクロカワが多く、普通2尾内外の漁で釣確率にして0.1箏1{{二■1.=

 にして1-8%。シ冒カワはクロカワに比べ少く0-07二.%の釣婆率で出現率にして1・1%てあ

 つ走。



 オ2.図

操.業位置図

魚.体

 キハダ=では才3甲及び才3表のキハダの叩燃長輝度分布棄に示すように体長110C腕以一ヒの
 中{大・型魚が大部分で、キハダ'全体の平均体重ぱ283五9(7瞥、8貫)て・俸長120α似よは

 全体の40%強を占め、体長1300椛以」=の大型条、も全体の8.3略を占める負昧であつ;㌔

 31'年度より実施した当場の資料てば近年パラ～二近海{)魚体が小咄ヒした傾向が見・られ特に
 4,10月の間セは小型魚の漁獲が目立って多く在りつ}拳った、牡1、、冬鞠ては融合大翠魚
 が漁獲され小型魚の漁樹ま目立っていなかったが、34年度冬靹(11.弓、12月摂業)実
 施した調査てば、例年に無い小型魚の漁獲があり、合袴.ρ魚俸1t二つ・・て特に政…璃査では冬期

 魚体について非常に注目し七いたので凄)つ走が、釣残、l1=も割合穴く位体達、真かっと点浅ど特
 筆すべき事と考えられる。次にメバチについてはナ4表に示す如く、俸藁100σト1300椰迄

 の奉俸群が主セ略68%青占め小型焦が多かった。



才1表  漁獲表.並に釣獲率表
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 ■r。∠表 魚種別出現率表
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才3.図  キハダ'体長分布図



才3表  キハダの日別、体長別頻度分布表

 ＼操業回数
 体長＼㌔、
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才4表  メバチの日別、体長別頻度 分布表

 ＼撃回蓼
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 w魚種別漁獲並に釣獲率讐の近年の変化

 当場は昭和31年より実施した当該漁業試験も11月一12月の冬期には、毎・年調査を実施し

 叉漁場も若干の相違はあるが大略パラオ諸島南方海域の0チ、05'N1釦。、140'Eの海域で実

 施されているので、キハダ、メバチについて資料の少い嫌があり当場だけの資料で年変化を比

 較してみるのぱ少し冒険に過ぎるが一応考察してみると、次の様な点が窺えるようである。

 1.出現率と釣獲率

 才5表及び才4図に31年以降の各要素を示した。キハダ.、メバチ共一年次別出現率と釣獲率

 はほとんど同一傾向で、キハダてば31年度律好撫年て一方メバチは不漁であったが、32年

 一・・年度はキハダの出現が目立って減少いこれに変って一1バチの漁獲が好転した、・碑
 霞は又逆転しメバチの漁獲は悪く亥り、キハダ'の漁獲が好転し35年度、.則ち本調査てばン

 バチは34年度と大・差看くキハダでは34年度より稿々昇して好一転している。則ちメバチの留潅隼

 はキ・ソの不漁年と云う略逆相関の関係があるようでそれぱ,賂3年(?)の同期料(?),が窺

 えるようで、これば漁場位置(操業位置)の逢いによるものとは思われがたいようであるが'

 今の所資料が少い・ので明確てば危い。

2.魚体

 魚体については前述し走ように、キハダ.については柵。㈹以一ド小点皇韮芋が昨年てば大部分を占

 め全キハダ漁獲尾数の60.2%を占めてい走が、本1年裳ば5η尾の漁獲中只4尾員1]ち、0.5

 %しか漁獲されていない。叉11.月、12月りキハダの経.年度化は才5図に示す通りで好漁

 ∴年次審片ハダ.メ_。!!1

 三㌻1。・lll
 ト吻11∵∴11

 1.1マ…'、。
 ピ.'.一ベクづ
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才5図  キハダの体長分布の経年変化

1956年

1957年

1959年

1960年

叉長



 矛5一表釣獲I率と出I衰率の年変=化

         ＼
         、.

         .㌦＼キ。一ハダメ・バチ         漁獲一片・・'_H1一         漁獲率「漁獲漁獲率航海別         数一年次別         出現藍尾数出現率出現率
         1956年一         62ア8.8孝%89066         11月{12月642.66%0.6466雫176
         1957年200234
         1-1月、12月131.1931.26.3131,3・8。36.228.8
         1958年90128
         .11月、12月51.3829アア351.9742.240.0
         1959年一54834
         11月、12月113,5ア58,520.3110.2皇3.65.0

         1960年、;;l!…6553         一81.123.510I0.396.48.5、         515         100%45一

一往1)
上段漁獲尾数

漁獲尾数_一__
下段操業回教

■

 年次別I

漁獲尾数一
操業回数一

 2)年次搬現率%一一一一・100
 Σ璽堕星望二
操業回数一

 31年度及ぴ本年度は体長110.1200肌にモードあある魚群で、漁の愚かった32年、33

 拒窪は120二1瓠απにモードのある魚群であった。(柱32年、33年度春～翼に1寿施し走
 試験操業てば小型魚の撃獲が目立って.いた)又昨年は非常に小型魚が多く、85醐内伽1=モ
 ードヵ鎮われていた。即ち、1デ月、12月。の各年のモ二ドぽ、章1年度は体捷11CC肌32
 隼藪は125㎝33年度ぱ120Cm34年度はε5㎝工35年度ぱ120α珊とオ6鰍(示すように漁
 擁と同様、何らかの1同期性(?)Iが見られる‡うで、叉釣獲率との間に何らかの鵜・馴、姦え

 るよ1で多るヂ今のところ甲午かで往い歓にメバチについては養料がク手いのそ明らか七右
 いが体長1200椛以下の小型魚の割合は昨年の20%に比べると本年度ぱ5コ%着1に達;、小{1三

 歳の出現が目立って苧り釣獲率低下と併せて注目すべき事と考える。'



才6図  キハダの体長モードの年変化

 (11月{・12.月)

キハダのモード

才7図  キハダ.・メバチの♂の出現と釣獲率

(11{!2月)

 メバチ♂.の出現

 キハダ♂の出現



第6表  キハダ及びメバチの維雄割合表

操業団散

キハダ1 メバチ

窓1 ♀い1 1♀ 1?

       1301514736

       2.4216733

       319161122

       名15.549・12
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       1011」4
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3.雌雄比

 第6表はキハダ及びメλチについてのち♀別

 漁輩割合を第7表にそれらの各年の要素を示

 したものである。本集度はキハダについては一

 若干♂の漁獲割合が多く、メバチについては

 去の出現が圧倒的に多く,約.73%を占めて

 いた。叉キハダ及びメバチの♂♀別曲璽割合

 と釣睦率を図示したのが第ア図である。一般

 にキハダ、メパタ共色の漁獲される割合が毎

 年共多く、!ハチとキハダでは雌1iも一顧剛手
 あるようで叉、メバチの♂の出現か多かれば

 メバチの漁獲は良いよ5で、キハダでは反対

 に吉の出現。が例年より少い・牢の方が釣鍵率は

 高い優絢にあり}ち♀の出現状混と釣獲率と

 の睾置にも何らカ1の棚郷釧系オ主あり子うに見え
 るか今のところ何ともいえない。叉前記した

 キハダ'とメバチの出現割合、釣獲無体昆

 んノ矛亭  ・亭バグ及ぴメバチの年次別雌雄割合一表
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 性別比の間には何か一連の関係があるのではないかと考えられる。
 v宙

 一才8表にキハダ.及び.メバチの性殖巣の重量を才8図に、それと体長との関一孫を図示し走。今回

 1ま大部分の笹殖.巣の重.量ぱ300-4009の中熟以上の熟度を有する性穂巣が最も多く500房内

 外の高重.量も1-2見受けられ未熟と思える性殖腺は全然見受けられまかった事及ぴ一般に今

 調査では他航一梅に比べ'重量の1分布一範囲が狭かつ走。又才8図で明か在ように精巣.魚体は卵巣魚

 体に比べ稿大型下声精巣重量の方が卵巣重量より分布範囲が広いようである。
 メバチてば調査尾数少く正.確浸事は記し難≡/・が、キハダと同瑳中熟以上が多く時には1-000身

 以上の放卵中の卵巣も見受けられたがキハダに比べ稿姓繭巣の重量分布範闇が広いようでIあつ

 た。

五一般海況

 海況については操業位置が狭少で保って翻さ1.点位置も狭少で点数も少く立入っ走事は記し難い
 が、一般に昨年に比べ菱繭では塩素量が低かんで、以深てば昨年一同様か構低かんと在り水溜、価ば

 ば大差ない。窩このプル島南西の操業位置附近で一ば正.確ではないが船位測定から略東方へ1浬

 前後の潮流が巌も多く漫淀されたが、わずか友一位■霞の違いで一方向が相当相違する事があり何か

 ごの海域でIぱ、一石弼りの清流があるのでは左いかと窺える節があるが明らかにぱ出来なかっ走。

(才9表操業'記録喪磨照)

 孤キハダの標識放誼

 無体が割合大型だつ走ため多激は出来なかっ先が下記の通り放流した。

年弓目1 並置 全臭1曲種1体長1標識番号
・351231
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リ1

 03{月7{1砲一・5・亘一
一1

811丁一6360

 1口8■J-6359

 1。。1丁一。。。。
 」..一



 ・オ8図  キハダの体長と生殖巣重量

才8表  キハダ及ぴメバチの一段彊巣の重量表

 キーハタ.一   
 

_、一_ニコ'兼莱次数I1加市1ろ803“0-31-42b0角1033何41153404113300→廿†⊥藷一61181-30061213206120-3606122470'1I一■一
    'o60/12511ア1135D0380290

Q

 ㍗々
21132

3;115
4115
4114'

113

131
118
121・

125

.6119

6.132
10.112

400
220
300

320
30口

360

メハア

麿萎
12

12

5
6

体長

104

107
132
122
138

牢
1壬

卵重量

320

360

320

、120
270



才9表 操業記録表
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経費

 イ収入

蝿.

.6晦

.2
2

 草ζ4
 .__⊥し」_讐三459

販売金

手数料

水揚料

手取金額

2,013,4591

120,807-

12,361-

1,880,291一

口支出

553,91アFヨ

 ニ番1曲3綱08e

89e

370e

 タラツチ油75e

 グリス4㎏

2.冷水費73,100円

氷30屯

フレオン20K9

 3.餌料費15ゑ000円

 冷凍サンマ1ア0個

4.消耗品費166,008円

 一般消耗品費さ8,053円

 漁具用消耗品費7Z955円

5.備品費61,110円

一般雑品61,110円

計1.007135円

@14

@20

⑮105

㊨105

504.112

1.780

38,850

ア875

1,300

60,0001]弓

 13,10口P]

 153,000F一

担当者 竹下克一

一119一



 瀬魚一本釣漁業の経営についセ

漁業部

 鹿児島湾口から南に多数点在する魚礁を利用することは,鹿児島県の立地条件を活かすことで
 ある。日帰的沿岸漁業の行誌りは・これらの魚礁による瀬無一本釣漁業を周年多角経営のr還と

 して採り入れることにより経営の安定度を加え,就業船も遂隼増加しつつあり,又昭和35年か
 ら瀬無一本釣による集団操業も開始されたので,努力目標をつかむ意味をも含め鹿児島市中央市

 場に水揚される瀬無一本釣漁船の35年4月年ら…壬午3月までg1ヶ年を調李し和市場伝票・
 によれば・瀬焦、一本釣就業船は約1…0隻に及ぶが随時操業の奉のが多く・80%程牽定着性を
 もつと思われるものが4口隻内外,更にそのうち持続的操業度の高いもの2d髪を抽出した。
 調査要領は産児島市中央市場の仕切伝票を基礎にして,大伸経費,配分率等は主として聞き取に.
 よるものである。同一基準において船型別に年間の経営内容を調査しようと試みたが,船により

 調査月数(操業月数)の足り在いもの等もあり・叉単一年慶の調査のみで結果を論ずるのは尚早
 いと思われるが,一応別表に基づいて述べることにする。

 11〕漁業の種類について

 操業形体は瀬無一本釣に恵念するものと,他種漁業を組入れたものとに大別されるが,結果(

 収入面)からみれば後者の方が平均して好成績を収めている自船頭一の得手。不得手にコ;るもの
 であろうが,単二漁業だけでをく時期的に機会を捉え他種漁業に切換える多角経営が望ましい

 他種漁業との組合せはその年により畏友るが,サバ釣就業は7トンー10・トン輝か最も多く,
 主として春から夏(4月～10月)にかけて屋久島近海の魚群を目的とするもので全航輝教の
 半数をあて㌧おり経費.も少額で・航海日数も短かく有利在漁業であ私.叉5.トン級以下ではレ
 ンコ釣を行。ているが(多いもので12師海,少いもので2航海)これは極く近海での操業で
 経費の面・魚価の面において有利であ1糺更に12ドニノ級干僅か1隻であるが1月から3月に'一・
 かけて4航海ほど種子島東方のビニ/ナガマグロ(トンボ)延縄漁業に出漁して好成績を収めて

 いる。本年始めての試漁であるが,この級の兼業としては顕著なものとして特記すべきであろ

 う。

 {2〕航海数について

 操挙月数の多寡により年間の航海数は異存。てくるが・月平均航海数の多いものほど成績が
 よい。特に目立つのは冬期の時化を考慮に入れ夏期(8月～10月)に航海数を増べく努力し
 ていることである。

 13〕配分率について

 益金の配分は船主経営維持等の面から乗組員とめ話し合により決められたものと思われるが
 大半は船主4分・船員6分の率である。船主船頭で操業している小型船に船主3分,船員7分
 と言う特例もあるが,小型船は船主の維持費も割安に済むとすれば,乗組員の生産意欲を高め
 る方法としての一策がとも考えられる。

 14〕月平均収入について
 船員1人当りの月収がよければ船主の手取かも1これと並行してよいことに在るが,船賃個人

 の収入は乗組員数ξ・船中の配分によって大分差力性してくる。従。て乗組員の多い船は船員
 配当は大してよく在いが・.船主の方はさして悪くない面もある。別表に船員1人当り月収を示

 一}20一。



 したが役付(船長機関長会計等)又ぱ1人前以下(照夫)は夫々この額より増減される。乗組

 員を最少限に留め最大の努力により漁獲成績を揚げる1二とが漁業経営上両者とも望むところで

 あろう。(経費の面にも影響が生じてくる)
 15〕船型別にみた月平均収入について

 別表を要約して船型別に1隻当り月平均収入を示すと。
船主1船員1人当

 TF7一以上一 ア8・086.10.・ア69
 7～1Oトン
 3～.5トン

100・5}し

3以上
 1旦卑」三し吐
29.590112,570

 表の如く7～10トン型が船主船員翫
 当共に優れているのが目立つ,10ト

 ン型以上の船主配当がこれに続いてい

 るが船員配当において一4船型のうち最

 低を示しているのは就業種が瀬魚'本

 釣に片寄。ているためであろう。

 16〕経費内容について

 かりに自己資金2割,公庫融資8割によつて新船を建造し漁業を行うとすれば償還を含め2

 年目から船主として下表の所得が必要となつてくる。

 3トン以下一一一3-5トン  15一アトンアー1ロトン 10-15+ン.

 ≡貫岬.1旦董u,j1111火.二.1ψ砂1傘製土=三ψ傘!w
 年ミ元利.償還須1期.、Ψ'142.4001189,巨p≡.…4章3手回.1碧戸,口n=n弓し聖リ
 i黒11.督……7、ザ恥吋11・1・…L舳11-lll;沽W
 1喜一般秘靖1室…1一一1ψ1÷ψ叩!・!構呵111-1■lll…lll}1心
 経1.竿咋g紬.い州..一11ψ一1rψ舳。!l・1製〃蠣
 ・第カキ堵必簑落壷1…711:窯・1・呂:l1幕;l!l1炉・燃1÷弓1療票燃
 上表と別表を対比するとき船主所得の見合うものは1川2隻に過ぎず全く1不安宏もこのが窺われ

 る。叉船員の月収.にしてもその生活内容が豊かだとぱ想像され在い。本調査によれば船主船頭

 であるもの,航海数の多いもの,時期的に他種漁業を兼業とするものほど所得が大きいと言え
 る。以上感じたま㌧を述べたが,各鉛が一段と創意工夫をこらし別表κ13,、伍4船在みの実

 績を打ち.建て経営の安定携十られるよう努力されることを切望する。



 番1ト1馬1乗1漁1航海数1一≡月一、
 l111益金配分率1・平一≡月平均収入1誌(

 '「匿山丁,■「r「r■…一I一■十一寸■一
 .し坐Lソご竺」讐練1城讐疵,・紅一岨⊥
 Jl㌦リ1=脊㌧史ギ業三坐㌧1」坐心力山し
 ・l1川14・111一本釣1州!¶^11州1・・…。1・1
 一…1+1二梛ポ■一r+一一」二蛆s旦{

 7・1岬妬1121一磁2州・11川・舳,。2,舳
 川舟り謝;榊∵。l1川r(弓;:lll)i

8,759

i2,709

19「

112

4

 11i1O・00118131一本釣
114一=

 12;8.Or=2冒≡71一本釣

 1・1・・ヅ1中1湾1
 14・4.附苫O:プー本釣

 。jm・2
 11ψ・0

111小

1・・1・
■i
l・41

 1一・l1

 ・l1仙.…・W5。!1。,舳n

i

・12・043

 蝋く・一蛆←し
 ・l1州1(1;;:ll㌧,,ヨ、.

 (州ザ

 ・11その他O・7 30,813!9.53519

 ()内の数字は船主鮎頭あために船奏1人1当り分を加え衣実質船主の手取金にをる。
 漁業種類中・延縄とあるのは種子島東方のビンナガを目的とした浮延縄,サバ釣ば屋久島近海
 曳縄は沿岸のハガッォ,ツビ等を主としたものその他はイカ,アジ等である。

担当者 漁業部

志摩彦之重



1号船  15・84屯焼50Hコ

 ㌧月男11
41 。1 6.7181 911口1  1111.11i。ミ。1計  i平均

漁場

航海数

乗組貰

㎏
水揚局

水揚手取金

大仲経費

差弓楢傘

船主配当金

菰員二人雪
配当金

漁業種類

32

 」斗Lド。+]㌧土†十一

 …一丁一「…r一一一0T…■TI'Iザ…0'
 "一j";41"

l11い!1い・
 ユn1ユ。

 二..L二.μ一トニ_L
 ...三.1、.Ll.1I1..Ll.1一
 川二…1…T「「一一■丁'■II■1■■■■TIII■.『一■1一'…0㎞一
 印一↑…0一、。1丁、川

 ・備考

配分率船主

船員

0,48

 0・52(船長1機長・1・・3会計1・1照夫0・81



2号船 14.00屯  焼玉30H・

 月■一I一
 ＼別  ・1・!・一・1・ i8.・1・11リ1・ 11

11

121 一3.1計 1平均
漁場

航海数

 乗組員、海

水揚高

水揚手取金

大仲経費

差引益金

船主配当金

船員.一人当

.聾..筆..圭
漁業種類

 七島近海～ラサ島まで

 ∴1土1-112'㌧

 ㌻六十六
 ∵llll:ll11億1111111∴壮

 備・考

配分率 船主0.4

 船員・0.6(船長・機長1・3人前会言十1,1人前照夫O.8人前)



               3号船150口屯焼玉40甲

               や'又暑14I5;6上91011123書十.平.均
               漁.場七島平海レ〃〃〃4〃4ク〃
               航海数ユ2212ヨ1.221ユz201.6

               乗組.員999一910ll一99≡,9・99
               Kg水主易高1,0442,7222'448L392ユ,4603,6品9ユ,〃2,8142,7001,138一6303,02524,"享2,匝76
               水揚手取金98,姉209'1ユ027言,舳7呂,27ヨ柵'舳仙5,3D7“,5口冒30ユ,70835州43ユ37,957",62工舳,052呂,カL146267,珊5

               大仲経費55,O1O1ユO,000110川口55市口工川。㎝165,舳55,oo川,oon1ゴn川。55,O口O55'OnO・工10,000i,101,σlb9土,舳■一■'.一1751♀28'               差引益金143,膏75土"。川165,62高23,…τ3工69,台63皇O,30τ8,,5日9191,70呂2“,.呂43呂2,95744'621366・0522,ユ]i,146

               船主配当金5τI4ヨO63,一舳66,2514ゴ,{1967,825132,ユ2235,呂0376,6舶国7,937由,192ユ7,宮48仙,伽呂〃,蝸470,ヨ71

               船貫一人当配当金雷,9739,9“lO'35Zτ,7049,59高18,一6945,"4エゴ州2,7冒922,語7高127,062一一一一工。,58田               ∵ド               漁薬種類L本釣,44〃444i4㌧〃
               L

               備考・

               配分率船主σ4船員016(船長,砕長ユ3人前)



               4号船一12.00屯焼玉35トP

               ㌔＼月、＼男1、一＼45671112123平均
               漁場七島近海〃4

               航.海数]44休222z之・7

               乗組員一877呂7788.

               `山聖水揚局1,081一1.2㈹ヨ,7197,4779,竃05315803,蝸35,13735,537戸1州
               水揚手取金1舳,159ユ571467砧1,o;」o舳7二15川31τ,帖刮漁ヨ5工,6057舳,3口33,290,4333051.003
               大神経蟹42,O㎝84,00D12缶,noo108,ooo10昌,O00168,oon1D4,o口。104,D阯.日64・00011M'1OO.

               ●''

               差引益金1舳25IO肺439,71丁3S1,0271犯,O出Z47,6・05644,3032,326,棚3258,.492
               船主配当金手6・46330,o=8175・μo1521.41n=5目・02芋・.991042・蝸7,721"O,56目               船貫一人当配当金辿,41024,ヨ宮21出目H2曹15771],111216,50742,95316],7431..'一103,珊6一一一I一.17,971-I一'..一
               漁業種類≡1本釣'.一一一■1本釣''1†外3洲坤パ1本蟄餅11ト;ノボ延縄4漁業種類!  ㍗首11ミ斗碧
備考

 配分率船主」一0-4
 船員O,6(船長,機長1.5人前)



5号船 一11.5,屯  焼ヨ三25卜P

月別 41・1・1・1・ 1・1 “1 111 1・1 12 1・1  計i 平均

航海数

0塒
水揚高

水揚手取金

大仲経費

差引益金

船主配当金

 一班賢て身
興.苧季
漁業種類

 七島,大島,ラサ島,イヘヤ(沖縄)近海

備考  船主α4

船員0.6(船長,機長1.3会計1.1賄夫0.8人前)



～

 ○コ

               6号船1α5屯焼玉30甲一一一'.一一'
               ＼＼月㌔＼男＼一一''`''■               4156フ8910111量123一〃計一平均               .一漁場七島近〃444〃〃4
               航海数一2142ユ22ユ1ユ61。匿

               棄組員ミ≡窩窩…;畠呂8ミ;8
               1茅

               水揚高1.{8562,4匿2ユ,一〇呂12,9712,03982645715,2721,692

               水揚手取金」上州3口23,258舳床oo,暑HI08,2“仰・伽2z,279ユ17,71970,4251パユ3,7ユI20ユ,523
               大伸経費u8;noo59,OOO236,OOnH,ooo59,OOOユエ8,"o呂4,ooo59,OOO59,ooo9エ。,oooユ。ユ,ooo・

               薫二F82,813柵,254舳,41口3匿,2795雷,71目ユ7,4259口3,7uユO口{如2               一÷ポ㍗ll;1.731-12言ユ9170ユ121,ヨ76H,ヨ1ユ23,4876,目7030ユ,37340,152
               船夙一人当配当金4ユ03ヨ11ヨ,5雪312,7H3,4302ユ,ユ7D2,7405・260.1,2ユ564,2"7,143
               漁業種類一11本金〃〃〃〃4〃〃〃

               備考I

               船主α4船賃0.6(船長,機長1.5人前)

 」…竺床…
一点11;1;;;;

 刈÷帖;;



7号船 10.65屯  ディーゼル45H〕

月

 ＼、別; 1・1 61 11 819 ;1口111 い・i ll・い1 計1 平均
漁場

航海教

乗組貴

水揚

 K募
高

水楊手取金

大仲経費

差引益金

船主配当金

船員一人当
配当金

漁業種類

           七島大島近海〃一〃〃4〃4
           丁†

           ユ33312120・2.2

           121212、、「12蓼與rに。1
           ⊥           1,3011,7"4,41ユ1㎜■2,ω3L1711,7745吾。11,5272{3"

           139,775呂s,・冒。蓼1O凹,9目7〃4,59465,235一〃1,95574,標5311,73764,4呂92,ooo,7“288,螂74

           47,OOO41,d0041,oooユ4L0no1州,oou14LOOn〃,OO94,0004ア・ooolM口,O00τ04,444

           92,775ユ4τ,5092監,"7I■1留岨・530=一一山           π3,"4一一一一出7リ〃4,2ヨ。ヨコu,目5高27,“5217・τ…7           '舳}舳           一■

           丁。,舳7ヨ,7高4`一一I14,側3■'■212,l1丁105,〃7中707",204
           一'            H,“oI午,076H,3宮。㍗D78u舳ザ州呂3馬7割、ム。、。丁丁、,舳           ↓.8,759一           練∴∵上■・1-1一〃「           4.4

           

ヰ̀1
備考.

配分率 船主,船員0.5

 船貫一平等・



8号船 10屯  焼玉30Hユ

勺 415 16 1・ 1・ ig l一 1川 11・1 い・ i1 1・ 1。 1計1 平均
漁場

航海麹

乗組員

聖

水揚局

水揚手取金

大仲経衰

差引益金

1船主配当金

1船員一人当
.配当金

 ≡漁業種類

七島近海1

              象115一≡;二3十3113352.9              H■一一`一一■■■oI
              幸111111ll1ユ1111llユ111

              ユ,9661,1打7,354,216383,570山031ボ9,4舶602,027ユ,51-2577○仙2,8,o491937{,161              '■一一一一.一`一一■一1一

              崖一56,邊0554呂。5目呂428,893240,776414,023・69,705250,7ヨ4?3.207ln4,595487182B4パー27,76τ宮舳980

              π阯。,帆。・20,OOO100,OOO190,00050,000ユ70,000120,OO・1,口11,lll5n=000H0,ooo1・1宮0・lOn1271500
              。_.._..一.↓_一_.__.i一一.'一一一一一一.■一I一'一1-I一一■一■一■一'一一■''一一一一一一一■一■一一一1I一一I一■一一
              66,80引洲,598308,冒93ユ“,776224,023ユ9,70口〃4,575蝸2,02」106,7M23,Z0754,595337,目282,897,7672u1蝸。

              ÷÷11;1蓼,、、打,匿ヨ、一一一一I一              2ヨ,5H百6,3ユ呂9160目.27,緕緕2冒日,電3n1",高142,6"135,1311115目,Oヨ1一9面,5舶

              10,邊。一               “lo,語252司,977一25,375,0131,2212パ7コ17,780一152,51012,709
              本釣11本釣1段ハ釣1サバ釣4サバ本釣3=芯釣1              1iサ・鈎3サバ釣4府1本釣11本釣/1体釣3十
配分率'船主0.4

 船愚口.6(船長1機長1.5照夫u.8人前)



9号船  1口屯焼玉30H〕

 J別 15 16 17 18 !91 101 11』 121 112! 31 書十1平均

漁場

航海釣

棄組員
 山一I刃
水揚高

水搦手取金

 大イ中経費

差引益金

船主配当金

船貴一人当

為薬種類

七島近海

              〔5「3二41.23342.8
              111111111111

              4目47,呂ユO一一'.u⊥十H篶;㍑lllトllllll1111器…_805ユ,I123,257“24一納7              一'一一''■`一'一281,O1O5一一一■■''一'一一335■1283,3H'一一一■一■一一435,3n              ''一一舶,70850,皿。o4目9,307I14,“220ユ,5目270,379伽醐9138州6              210,00080一口。o一10u,O0090,oon50,・000100,OOO50,一〇〇〇ユ,5百皿0001肌H0

              L舳8「               〃9,3日720L010235,12呂245,ヨ713681362畑O,4794田2,905214,ユO冒04,“2lOユ,∬2420,379晶082"12…側6

              1里,433l11,722冒O,40494,0目198'148147,3441“,591193,10285,o衛25,呂50舳,oヨ。6出,151〃ヨ釧9I.0Z7“

              10,57922,97211,2693,4025,34722,1251oz2晴皿13522              刊              ■'12,375■■一一1本釣2堵19,387一'一一1本釣3              ■一一I1一サバ釣21本釣1サバ釣2欄1本土釣2本釣3
備考

配分率 船主0.4

船賃0.6(船長,機長1.3人 賄夫0.8人前)



 。10号船 10屯  焼玉25H〕

 ∴ユ下
 r1丁「「「一TT

備考

       PT「「一TT2       ↓昌「計平均.
       4〃〃〃〃

       43冨3312・s

       11ll休1111

       呂,7ユ52,1目14,738ヨ,8ユ24島,50241伽5

       一",403245,口73』2n,0684呂9,工2目4,155,58277,780

       1斗…73漁12目,000150,0001,30目,OOOユ9,000一一
       29ユ,068339,1Z82,8“,582258,780

       89'u6,42735,651L138,6ヨO103,512

       4o,3ヨ。15,31目17,848ユ63,56盟1屯,870
       バ釣4本釣2イカ釣11本釣2イカ釣1本釣311■

       `



 1号船・  10屯焼玉1冊P

 一・」ヨ..別 一4 1・ 1・ 17 181 ・1 10一 11 11・ l1 1・ 1平均
漁

航海数

乗組貴

 一一…一一I'.碍'
水揚高

水揚手加金

大仲経費

差引益金

船主配当金

船員一人当
配当金

漁業種類

七島近海

備考

酉已分率船主0.4

 o.6(船長,機長1.3人前)



12号船 8屯焼玉.251干

月

 一.一、別 15 1・i・い ・j}/11 12; 計1平均

漁場

航海数

乗組.貫

 一一一一L…堕
舛一局

 ・水揚手取金

 大I神経穀

養引益金

船主配当金

船員一人当
 ..見..1`L宰

 ・・…・i・r1■フ■I二丁∵丁山一■'^T……一

 11包.∴し∴.L二1・11L二⊥」_」_

0.4

 o.6(船長,機長1.3人前,会計1.1人前)



01

               13号船・7屯ディーゼル30げ

               '、.'一'一一1111・4■一1                ■

               561112               、。1グ3               `'計I平均
               __⊥LI.一一山''一

               漁努七島近海〃'■               〃二'一■巾■一丁■一               4〃4〃
               一、山

               .一一山'一

               航海数2ユ343一202,9
               一一■L一一.''■..一o''一一一■一'一一'一・一一一一一
               乗組員一.''一一一一、軸■一■一山一』`'し。               ユ皿1oユ。1日Hエ。lo休10lO

               K夕一■.一'一一一一'一1一■

               水揚高3,]241,78呂4,6"臣,砧5,6032,5892,3733,冒83,7053ヨ,“
               πホ。3,717               ;熱■一一凹''一`                一一一一一山一一

               20凹,o"2…,098Iヨ・ξ42200,珊1伽1-13目744,邪O474,40ヨ4,353,195484,244
               .一II一一'一一`一■一・一一二'一.。十一一一一一
               大仲経費一               70,ooo35,0004口,OOOユ州OOr40'10034,500103,500漁138,00103,500川・岬]皿O・50皿.

               、

               差引益金一一←一'一               エ39,o舳,o,098675,242M;岬郁8,3価165,B93ヨコ2,.6ヨ9oo,2呂。

               石最370,"33・舳州県38ヨ,7“               一一一」■、'■■一一」'一I

               讐竺新一F34・目2031127724,250S,岳80ユ7,20舌寸亜三一球■
               55,O珊36,039

               _一一_____」____242.5ユ4ユ4813石エ。珊L47453,4〃
               船貫一人端一、一I一                山'''

               配当金.7,194トサバ釣24,56031,ヨ50ユ9,18417呂,㈹ユ                …19,薯冒ヨ               ''一一'一一一丁一'一
               一■一^I.^一

               漁業種類一一一               本釣本釣4本釣3
               一一.一■I一一■■馬一一

               一凹

               備考一

               配分率船主山

               船員.0・6(船長Z3人前1機長↑3人前)

13号船

.与
石配当本}

備考

 配分率.船主。.4

7屯 ディーゼル30げ

 11釣・自主=王工新

 船員.0・6(船長2・3人前1機長1.3人前)



14号船 4.89屯 ディーゼル30}P

 “別 41 51 1・1・ 1・  l1・一 いl11・i 11 ・1 ・1 言十1 平均

漁場

航海数

乗員

 .…一一一…K茅'
水高

水揚手取金

大仲経費

差引益金

.船主配当金

 船竿に人当
配当金

漁業紙類

配分率 船主0.4

0.6(船中平等)



 '＼.月
 ＼＼別

＼.

 漁I場

航海数

 策綱負・

堕

水揚高

水揚手取金

15号船

大仲経費

差引益金

船主配当金

船貴一人当
.塑碧金

漁業種類

 4.7屯ディーゼル30呼

十
 ・一一↓一

1,"7

-Iol

舳

105

†
 一_帖.」_

11o

 山㍍
備考

 ]二「]I汀二一丁
 ㍗、,.,'T

 一__L、._.
655

 配分率船主。.4

 船員α6(船中平等)

1平均
 「}……

02.7



oo

 ＼＼皇別

.16号船  4.5屯ディーゼル30げ

航海数

乗継輿

水揚高

水揚手取金

大伸経費

差引益金

船主配当金

船貴一人当

 烹デ.
備考

            I

            具瑚一■`一一山一             斗8,■^■4'.■
            一I'一一一

            4・
            ＼910111-21

            一'.^

            七'・.I.,・一一。'…;十71一'一'            場            '一縦■一一一」i4ク114∵T†汀TlT1二丁二†丁阯∴r+痛十一一1.12一.3計1平均1■丁仁十一            」

            証数2            ^一一''■一■一一一一'.一I1・'・一■'^一'11丁一,、、、
            {員7～o○川;i一∵丁寸・一一十一…一'.一一一一            o

            一}

            Kg一吐一山、^■I■`一、㎞
            募'高I」一■“'_.一一一.一一

            ..。一I貨1・520…8-L___;ボ÷I31Z“一L203            一飯鎗竃11,9001〃;727山            〃,26■            ユ5-O,9ヨ.
            o一             I一一一^■一11川・1中・舳
            経費』'            “,55口,17、65I“82,9";`一一十一一一一            一.一一'51,ユ77

            一一一一.^一一

            胴,州～邑8音}            益金一一一『.L一一一            1-4,4州ト}'18。]〃」竺仁二iし            .45・舳1州128一棚,3如8語,0D            一舳11引
            一山

            一当金■一
            M.3幻20,5"一肌伽1川1…一∬,201            ・山一■.一一・人当山3・7“7,0目ヨ千一■山'一一一'、一一.一一■一本釣.44'一、.'}{'^}'一一一一一j肌舳{艘O川・11、1ポll:1÷            ̂■」'†一一r.1二iL竺坐竺

            4ミ
            圭1^{一^^ミ、■}'■■一^'一一一」_一_



(集)17号船 4.05屯  ディー一ビル30トP

 ＼皇別 41 一516 1・1 81 ・1 101 11i 12i 11 ・1

・
1

31 計1  一平。均・

漁場

.航海数

乗組員

 '一一Il一一…1茅
 水■高

水揚手上段金

大仲経費

差引益金

船主配当金

船貴一入当
配当金

漁業種類

            、「"†1
            三…≡            1.';

            1.

            。三、330.2.7            一丁.o～5L+。十〇Il,079三             ユ1、、。、1、、            二手丁讐;63211m1.囲,。街1、,、、
            2:llll。2111111コ1:lll2,3仙,5。π32、■            103,目73-F-118,97ヨ呂一一''一一…■一50,9呂2150,335            篠ジ;ll一山斗…三三三、。。、。,、。。l11111,l11;ll、、、,、。。_立三岩;l1:ll一フ†、"1一'、一…「1;1:llll            2011,40三÷;ll;1            冒L76no17州            4S,9551ユ,656'一一62・舳.14,319一一一一

            1一本釣∵ド〃一
備考



18号船 4.5屯 デイ.セル30げ

之別 15 16 17 181 110 j11 112 ド1 12131  i平均

航海数

乗綬貫

 一Kダ
水揚高

水揚手取金

大伸経費

差引寄金

船主配当金

 船輿r人当一
配当金

漁業種類

         一

         二4ト          ド㌧「          休ユ52.5
         一一'一II■一I一.

         7

         .728■」し
         一漁準"4,0901ヨ9,241

         '一

         6セ,444605川…80,459

         舳」2“,O冒O341582.
         」↓王亙竺■■         5,352一38,5355,505`一''一一一一一         "十  ÷ド

備考



(狐) 19 号船 2.1屯 ラ㍉  ・一・・一ビノレdl・P

4!516 i7・ lg10 一111 12!11 21 31

水鋤手取金

大神緒残

差.引益船

 船賃一人、苗
配堵金

船主産1王1当金

儲 巧

0.3

 O.7(船1干岬・等)



(集) 20. 号船 245屯  ヂ.{一セル61・P

 く別 ・1・i・i・ 1・ い0 11リll1 11 ・.い1 平均

教

組貞

水揚手取金

 プ(イ中兼蚤歎

差引益金

船員二人当
配当金

漁業種期

 1碑一∴一二」一∴
 3111叶j

 一_・_一斗一…一。一一

 .1土1⊥j.∵
1い

 一一』.一■…「一.一一一一
 4■'i躬～J

・1・いい1・

 ↓「     ■・、i"一     二日∵
     3一3㌧5

     3～5、,、一1-147811'一'9517.2.    
 

7,皿05昔0L541、

     1T■可務15,3呂。ユ6品!2吾7一一「一一一一'42,1引竈93。洲7185,95I一一一一一η,03']■一1-3口,s1。一。。。。'一。」■9,53     こ懸こ;;一㌃;丁.一1;;=■

     ■
785

95,72.7

185,95?

ll,031

コロ,S13

9,535

備考


